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〒031-0081 青森県八戸市柏崎一丁目6 -6
八戸プラザホテル内

TEL.0178（44）3121  FAX.0178（44）3128
　http://www.8kitarc.com/

例会日：毎週火曜日 12：30開会

HACHINOHE-NORTH ROTARY CLUB BULLETIN   ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2830

八戸北ロータリークラブ
国際ロータリー第2830地区

会 報

ガバナー●今井高志　会長●山内一晃　幹事●佐々木悦郎　SAA●神山智子

RI会長
2018－2019年度

バリー・ラシン

BE THE INSPIRATION
RIテーマ

司会：小澤一雅副ＳＡＡ

・ＲＩテーマ
点鐘
・ロータリーソング
・クラブソング
・４つのテスト

　　八戸南ＲＣ　三浦　　晃君

　　　　　片野　潤会員

　　　　　櫻井研司会員

　　　　　３回目　　　　　　　　　１回目
　　　　　澤口忠彦会員　　　　　　小金平育男会員

山内一晃会長
　今月のガバナー月信のお話をしたいと思います。
　まず最初に今井ガバナーのメッセージがございまし
て、直前ガバナーへのご苦労と感謝の文がございます。
２ページ目に「２０１８−１９年度ＲＩ会長テーマは「BE 
THE INSPIRATION　インスピレーションになろう」
です。ロータリー運動に繋がるインスピレーションは到
る所にあります。それを見つけ出して、そして皆さん自
身がインスピレーションになってロータリー運動に邁
進しようということです。ＲＩ会長テーマに基づき、今年
度の地区のスローガンは『ロータリーの素晴らしさを伝
えよう』にしました。ロータリーは素晴らしい奉仕活動を
していますし、素晴らしいリーダー育成プログラムを
持っています。そして何と言っても、ロータリーは素晴
らしい職業人の集まりでもあります。そのロータリーの
素晴らしさを多くの人々に伝えて、仲間をたくさん増や
していきたいと思っています。」若干のロータリーの歴

史がありまして、その次に「ロータリー運動をもっと広
めて行くためにどうしたら良いのか。ロータリーの好循
環を回していくことだと思います。ロータリーの素晴ら
しさをいろいろな状況や場面でたくさんの方に伝える
ことによって、ロータリーの公共イメージが向上し、
ロータリーに関心を持つ方も増えて、会員増強に繋が
ると思います。会員が増えれば、クラブが活性化するし、
活動資金も潤沢になり、さらなる奉仕活動もできるとい
う好循環につながります。好循環のきっかけはどこから
始めてもよいのですが、まずは『ロータリーの素晴らし
さを伝えよう』。」という話をしております。
　ガバナー公式訪問の時にクラブ協議会でお話しし
なければならないのですが、スローガンの「ロータリー
の素晴らしさを伝えよう」という話と、地区の目標が１１
項目掲げております。まずは、目標達成に向けて取り
組んで行くことが大事ですよ、と。来週、１１項目のうち、
どれくらい出来るのか話し合っていきたいと思います。
　ということでガバナーのメッセージがありまして、あ
とは地区研修・協議会の話、ロータリー財団寄付者、マ
ルチプル・ポールハリスフェローが八戸中央さん２名、
新会員３名、物故会員１名、退会者１名が載っており
ます。次に、ロータリー文庫通信、等。
　皆さんご存知かもしれませんけど、当クラブから地
区の女性会員第１号と１００番目の方がいるということ
をご存知ですか？　１番目は源新育子さん、１００番目
は北川さん、もしかしたら１０１番目は小野さんかもしれ
ません。女性には優しいクラブのように感じます。
　というのがガバナー月信に載っておりましたので、こ
れから回覧しますので皆さんご覧になって下さい。

佐々木悦郎幹事
◎地区ロータリー財団セミナーのご案内
　７月２９日　１３：００〜１６：００
　青森ケーブルテレビ会議室
　地区補助金プロジェクトを予定しているクラブは参加

音喜多泉会員

　八戸北ＲＣ
源新育子会員：早退失礼致します。
吉田悦子会員：早退します。
櫻井研司会員：早退失礼します。
櫻井研司会員：新会長の山内さん、幹事の佐々
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木さん、１年間宜しくお願い致します。
櫻井研司会員：結婚お祝いありがとうございます。
片野　潤会員：誕生日お祝いありがとうござい
ます。

　米山記念奨学会
奥寺良之会員：
小田　正会員：
　ポリオ・プラス
大沼　衛会員：早退です。
澤口忠彦会員：

　　本日の出席率 ７９． ４８％　　
　　前々回の修正出席率 ７８． ３８％　　

山内一晃会長
 中山恵美子会長エレクト
　山内会長も目標に掲げていらっしゃるよう
に、来たる５０周年とガバナー輩出年度に向け
ての体制づくりについて諸先輩の方々からご

指導いただきながら、山内会長をサポートしてまいりた
いと考えております。個人的には出席率の向上も目標
にしたいと思います。

 神山智子ＳＡＡ
　例会のスムーズな運営を進める為に、会
長・幹事と良き連携を取る様努めます。会員
の皆様、ビジター・ゲストの方々の歓迎と居心

地の良い例会をできる様に努めます。
クラブ管理運営委員会 佐々木則夫委員長（代読 山内会長）
　クラブ管理運営委員会の中にある五つの小委員会
各々が、会長方針に沿った活動ができるように、そして、
各委員会が活動計画を実施できるように、連携、協力
していきたいと思います。
クラブ組織小委員会 奥寺良之リーダー

１．職業分類の見直しを行う （現代にそうように）。
２．会員増強をはかる（５名）。
３．退会者を出さない。
４．地区の行事には極力参加するようにする。

クラブ運営小委員会 石橋十四男リーダー
　クラブの活性化を図るため、例会の充実、
また夜間例会、知床会を活用し、ロータリーを
理解してもらい会員増強へと繋げたい。また、
新しい会員とのコミュニケーションを図りな

がら親睦を深め、ロータリーの理解、知識の向上に繋げ
ていきたいと思っております。
報広報小委員会 小田　正リーダー
　会報は週報で翌週には出したいと思っております。
ホームページもリニューアルしながらやっていきたい
と思っております。会員も増えてきたこともあり、情報
発信していきたいと思います。
研修小委員会 平野　薫リーダー（代読 山内会長）
　全会員に対して、継続的教育を提供し、ロータリーの
目的、規則、情報などを共有できるようにプログラムを
立案する。
　今年度は山内会長より、いろいろな地区委員会の活
動を知る必要があるということで、地区委員長の外部
卓話の企画が多くあります。このような機会を活用し、
ロータリーの理解を深めて参ります。
　また『ロータリーの友』を活用し、他クラブの活動を
参考にしながら当クラブのレベルアップを図っていき

たいと思っております。
奉仕プロジェクト委員会 小向龍悦委員長（代読 山内会長）
　今年度の会長方針「ロータリーを楽しみましょう」の
もと、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、ロータリー財団、
青少年奉仕の各委員会がその活動に充実感を感じる
ことができるように進めてまいります。
　新入会員をはじめ全会員が今一度足元を見つめ、
ロータリーを理解することが「楽しみ」へつながるもの
と考えます。各委員会の活動、卓話研修会を通して、ク
ラブ、クラブと外部の繋がりを理解し、全員一緒に楽し
みながら活動を進めていきたいと思います。
職業奉仕小委員会 小林弘文リーダー

　あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理想を
活かし、会員相互の職業を認識し、理解を進
めていきたいと思っております。今年度は職
場訪問例会を企画・実施したいと思っており

ます。前回もあげておりましたが、実際の業務内容、会
社紹介のパンフレットやＰＲ文書を作成して小冊子に
まとめ発行したいと思います。
社会奉仕小委員会 大崎光明リーダー

　地域に住む皆さんの、文化的生活水準の向
上につながる各種活動の実践を目的とすると
いう趣旨から、これまでの活動の継続性を持
ちつつ、超高齢化及び少子化社会への変貌

に対応できる社会奉仕活動を目指します。具体的には
「社会的弱者」「高齢者」「若年世代」の繋がりある具体
的活動を提案し、活動に移せればと思っております。
国際奉仕小委員会 吉田悦子リーダー（代読 山内会長）
　米山学友の方１名に卓話をお願いしております。ま
た、米山記念奨学生２名に卓話をお願いしております。
引き続き国際奉仕活動に寄与するべく、勉強そして活
動をしていきたいと思います。
ロータリー財団小委員会 音喜多泉リーダー

　地区目標を見据えながら、会長の意向に合
わせたクラブ運営ができるよう、財団セミ
ナーに積極的に参加し、理解を深め、進めて
参ります。

１．年次基金寄付の目標額１２０ドル
　・ポール・ハリス・フェローの輩出につとめる。
　・年次寄付を年内に送金する。
２．ポリオ・プラスの目標額３０ドル
３．地区補助金活用について、会長中心に地域に合った、
新しい奉仕プログラムを協議し、実施する。

４．地区における７月、１２月の財団セミナーに必ず出席
する。

青少年奉仕小委員会 小澤一雅リーダー
１．八戸聖ウルスラ学院高校インターアクトク
ラブへの支援
　・第５３回インターアクト年次大会への参加

支援
　・アクト研修会への参加支援
２．交換留学生支援
　・派遣　玉川音葉さん（八戸聖ウルスラ学院高校英

語科２年）
　・受け入れ　イザベラ・マロニーさん（１７歳女性・ア
メリカ合衆国ペンシルベニア州より）

３．聖ウルスラ杯北奥羽中学校英語弁論大会への支援
　・トロフィー購入費用として３千円協賛予定。
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